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【
底
本
】 

名
称
：『
信
州
山
ノ
内
温
泉
風
景
利
用
策
』 

著
者
：
本
多
静
六
・
森
脇
龍
雄
著 

刊
行
：
昭
和
二
年
七
月
長
野
電
鉄
株
式
会
社
発
行 

項
数
：
三
十
項 

所
蔵
：
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
森
林
風
致
計
画
学
研
究
室 

 【
作
業
方
針
】 

見
出
し
と
全
文
を
作
成
し
た
。
原
本
に
は
図
面
を
含
む
が
、
本
稿
に
は
図
面
を
掲
載
し
な
い
。

見
出
し
は
全
文
か
ら
抽
出
し
た
。
書
字
方
向
は
、
原
文
の
と
お
り
縦
書
き
と
し
た
。
一
行
あ
た
り

の
文
字
数
は
、
本
稿
の
様
式
に
適
合
さ
せ
改
変
し
た
。
字
体
は
、
現
代
の
常
用
漢
字
体
に
統
一
し

た
。
踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
に
組
み
直
し
た
。
現
代
的
な
読
み
易
さ
を
加
味
の
上
、
語
尾

を
簡
素
な
表
現
に
改
め
る
こ
と
、
長
文
に
句
読
点
を
付
加
す
る
こ
と
、
な
ど
修
正
を
施
し
た
。
明

ら
か
な
誤
植
は
正
当
な
表
現
に
訂
正
し
た
。
な
お
、
難
読
な
漢
字
に
は
、
角
括
弧
［ 

］
を
附
し

て
読
み
仮
名
を
示
し
た
。
底
本
に
は
本
文
中
に
図
面
も
掲
載
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
現
代
語
訳

を
意
図
す
る
た
め
、
作
業
対
象
外
と
し
た
。 

 

【
見
出
し
】 

緒
言 

第
一
、
道
路 

（
一)

自
動
車
道
路 

イ
、
湯
田
中
停
車
場
か
ら
上
林 

ロ
、
上
林
温
泉
本
通
り
か
ら
不
動
尊
横 

ハ
、
上
林
か
ら
草
津 

ニ
、
上
林
か
ら
発
哺 

（
二
）
歩
道 

イ
、
大
回
遊
歩
道 

ロ
、
中
回
遊
歩
道 

ハ
、
小
回
遊
歩
道 

（
三
）「
其
他
木
散
歩
道
」 

イ
、
廣
業
寺
裏
か
ら
地
獄
谷
へ
行
く
歩
道 

ロ
、
地
獄
谷
へ
行
く
步
道 

第
二
、
重
要
局
部
及
び
其
施
設 

（
一
）
景
勝
地
区 

（
二
）
遊
園
地
区 

イ
、
寄
宿
舍
、
平
家
、
和
風
建
築 

ロ
、
大
食
堂
、
娯
楽
室
、
読
書
室
、
休
憩
室
、
事
務
所
、
千
人
風
呂
等 

ハ
、
プ
ー
ル 

（
資
料
） 

本
多
静
六
・
森
脇
龍
雄
著
『
信
州
山
ノ
内
温
泉
風
景
利
用
策
』（
昭
和
二
年
七
月
長
野
電
鉄
株
式
会
社
発
行
）
の
現
代
語
訳 

Texts Translated into M
odern L

anguages of "U
sage Strategies of L

andscapes in the Shinshu-Yam
anouchi Spa" in 1927 
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ニ
、
児
童
遊
戯
場 

ホ
、
小
動
物
園 

へ
、
其
他
喫
茶
店 

ト
、
其
他
の
修
飾 

（
三
）
林
間
野
営
場
（
ブ
レ
ー
グ
ラ
ン
ド
） 

（
四
）
旅
館
商
店
一
般
住
宅
地
区 

（
五
）
別
荘
地
区(

貸
別
荘
及
び
個
人
別
荘) 

（
六
）
雑
（
名
所
其
他
） 

イ
、
龍
王
神
社
付
近 

ロ
、
発
電
所
上 

ハ
、
貯
水
池 

ニ
、
文
化
川
原 

ホ
、
座
王
神
社 

へ
、
ス
キ
ー
場 

ト
、
展
望
台 

チ
、
大
講
堂
及
び
貴
賓
室 

リ
、
天
然
植
物
園 

第
三
、
其
他
の
改
良
事
項
及
び
新
設
事
項 

（
一
）
本
通
り
の
改
良 

（
二
）
廣
業
寺 

（
三
）
生
籬
の
制
限 

（
四
）
水
道
栓 

（
五
）
不
動
尊 

（
六
）
渓
谷
の
両
岸
の
サ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ 

（
七
）
渓
谷
に
沿
っ
た
道
の
断
崖
に
面
し
危
険
な
と
こ
ろ 

（
八
）
用
水
明
渠
に
沿
っ
た
散
歩
道
の
鉄
条
網 

（
九
）
回
遊
歩
道
の
勾
配
急
な
る
所 

（
十
）
中
回
遊
歩
道
に
沿
い
地
獄
谷
へ
行
く
迄 

（
十
一
）
地
獄
横
の
石
崖
の
内
部 

（
十
二
）
湯
田
中
停
車
場
付
近
の
修
飾
、
停
車
場
構
内 

（
十
三
）
便
所
、
休
息
所
付
近 

（
十
四
）
屑
箱 

第
四
、
雑
件 

（
一
）
保
勝
会 

イ
、
当
地
方
一
帶
の
風
致
風
景
の
改
良
保
護
に
関
す
る
件 

ロ
、
遊
覧
準
備
の
件 

ハ
、
来
客
待
遇
設
備
の
件 

ニ
、
茶
屋
、
売
店
の
規
定
及
び
監
督
の
件 

ホ
、
松
、
桜
、
モ
ミ
ジ
其
他
の
樹
木
を
伐
る
事
の
制
限 

へ
、
風
景
地
の
手
入
、
保
存
の
件 

（
二
）
名
物
の
発
揮 

（
三
）
旅
館 

結
び 

イ
、
第
一
期
計
画 

ロ
、
第
二
期
計
画 

ハ
、
第
三
期
計
画 

 

【
全
文
】 

緒
言 近

年
吾
国
の
各
都
市
を
初
め
各
地
方
に
お
い
て
、
各
種
の
運
動
競
技
熱
勃
興
し
、
体
育
方
面

が
注
意
せ
ら
る
る
よ
う
に
な
っ
た
と
共
に
、
一
方
に
お
い
て
国
民
の
衛
生
、
保
険
の
問
題
が
喧

［
や
か
ま
し
］
く
論
議
さ
れ
、
ひ
い
て
は
都
市
公
園
、
市
外
公
園
、
森
林
公
園
、
国
立
公
園
等
の

必
要
が
大
い
に
認
め
ら
る
る
に
至
っ
た
。
又
林
間
学
校
、
林
間
野
営
生
活
、
登
山
、
風
景
地
探
勝

等
山
林
の
利
用
方
面
も
著
し
く
進
ん
で
来
た
。
こ
の
事
は
平
素
私
共
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
件

呼
応
第
一
主
義
の
立
場
か
ら
見
て
非
常
に
喜
ば
し
く
感
ず
る
次
第
で
あ
る
。 

そ
も
そ
も
私
共
が
特
に
健
康
第
一
主
義
を
主
張
す
る
に
至
っ
た
所
以
［
ゆ
え
ん
］
は
今
日
世

界
文
化
の
大
勢
が
独
立
自
尊
を
重
ん
ず
る
に
至
っ
た
事
で
あ
る
。
独
立
自
尊
と
は
換
言
す
れ
ば

何
事
も
他
人
に
頼
ら
ず
自
分
で
自
分
を
仕
末
し
て
生
き
て
い
く
事
で
あ
る
。
平
素
多
数
の
人
を
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使
役
し
他
人
の
力
に
頼
っ
て
生
き
て
い
た
人
、
怠
惰
な
人
、
或
い
は
病
弱
な
人
は
い
ざ
と
い
う

時
に
非
常
な
苦
痛
を
感
ず
る
。
こ
の
事
は
彼
の
世
界
大
戦
近
く
は
関
東
大
震
災
が
十
分
教
え
て

又
地
方
に
は
教
育
の
普
及
に
よ
り
各
人
が
同
等
の
人
間
で
あ
る
と
い
う
事
を
自
覚
せ
る
結
果
、

人
を
使
役
し
憎
く
な
り
、
更
に
一
方
今
日
の
民
衆
政
治
は
労
働
者
階
級
の
生
活
を
高
め
て
資
本

家
の
生
活
と
同
一
に
近
か
ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ
る
を
以
て
、
総
て
の
政
策
は
労
働
者
の
賃
銀

を
増
加
し
容
易
に
他
人
を
使
役
し
能
は
ざ
る
に
至
り
し
事
や
、
将
又
［
は
た
ま
た
］
民
衆
政
治
特

に
普
通
選
挙
に
よ
る
代
議
政
治
に
お
い
て
は
、
勢
い
多
数
な
る
労
働
者
階
級
に
有
利
に
し
て
資

本
階
級
に
不
利
な
る
政
治
と
な
り
、
殊
［
こ
と
］
に
今
日
思
想
界
を
風
靡
せ
る
い
わ
ゆ
る
社
会
政

策
な
る
も
の
は
、
不
労
所
得
を
忌
み
勤
労
所
得
を
謳
歌
す
る
結
果
、
従
来
の
如
く
大
地
主
や
大

金
持
が
不
労
所
得
の
み
に
て
生
活
す
る
事
は
漸
く
困
難
と
な
る
に
至
り
、
遂
に
は
大
地
主
で
も

大
金
持
で
も
夫
々
［
そ
れ
ぞ
れ
］
自
ら
相
当
の
勤
労
を
な
す
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
社
会
に
生
存
し
能

「
あ
た
」
は
ざ
る
状
態
と
な
っ
た
。
吾
国
に
お
け
る
小
作
問
題
や
工
場
の
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
も

己
に
こ
の
大
勢
に
支
配
せ
ら
る
る
一
現
象
な
れ
ば
、
今
後
は
男
女
貴
賤
の
別
な
く
大
地
主
で
も

大
金
持
で
も
学
者
で
も
、
あ
る
い
は
筋
肉
的
に
あ
る
い
は
精
神
的
に
各
々
自
ら
相
当
に
勤
労
す

る
の
必
要
を
感
ず
る
に
至
り
し
事
等
、
各
種
の
要
素
が
綜
合
し
て
愈
々
［
い
よ
い
よ
］
各
人
の
独

立
自
彊
［
ど
く
り
つ
じ
き
ょ
う
］
の
必
要
を
自
覚
し
た
。
し
か
る
に
そ
の
独
立
自
彊
に
は
身
体
が

丈
夫
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
ゆ
え
、
そ
の
必
然
の
結
果
と
し
て
健
康
第
一
主
義
と
な
り
、
富
よ

り
も
名
誉
よ
り
も
学
芸
よ
り
も
何
も
の
よ
り
も
各
人
の
健
康
を
第
一
義
に
置
き
、
そ
の
健
康
の

為
に
は
総
ゆ
る
機
牲
を
辞
せ
ざ
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
再
び
い
う
、
今
日
の
文
化
生
活

は
独
立
自
彊
ひ
い
て
は
健
康
第
一
主
義
な
り
と
。 

し
か
し
て
そ
の
健
康
第
一
主
義
を
実
現
せ
ん
に
は
病
気
を
治
す
医
術
よ
り
は
病
気
に
か
か
ら

ぬ
工
夫
を
必
要
と
し
、
そ
の
病
気
に
罹
ら
ぬ
為
に
は
不
断
新
鮮
な
る
空
気
を
呼
吸
し
、
十
分
日

光
に
浴
し
、
新
し
い
食
物
を
甘
く
食
う
と
い
う
三
点
よ
り
外
な
い
事
が
理
解
さ
る
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
が
為
に
吾
人
は
進
ん
で
野
外
に
お
け
る
生
活
、
運
動
競
技
等
に
心
を
向
け
る
様
に
な
っ
た
。

由
来
現
代
の
都
会
生
活
は
全
く
塵
埃
と
炭
酸
瓦
斯
［
が
す
］
と
の
中
に
住
ん
で
い
る
様
な
も
の

で
、
徒
［
い
た
ず
］
ら
に
人
間
の
生
命
を
短
く
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
加
う
る
に
絶
え
ざ
る
喧
騒
な

る
音
響
は
頭
脳
を
痛
め
、
神
経
を
刺
激
し
、
す
べ
て
の
人
を
神
経
衰
弱
に
し
な
け
れ
ば
止
ま
な

い
状
態
で
あ
る
。
今
日
の
都
会
生
活
者
が
緑
の
樹
々
を
慕
い
、
自
然
に
憧
る
る
は
当
然
の
勢
い

で
あ
る
。
庭
園
の
実
用
化
、
都
市
に
お
け
る
休
養
公
園
、
運
動
公
園
、
児
童
園
、
あ
る
い
は
森
林

公
園
、
国
立
公
園
等
が
問
題
視
さ
る
る
に
至
っ
た
事
、
林
間
学
校
、
林
間
野
営
生
活
、
登
山
等
が

盛
ん
に
な
っ
た
事
等
は
、
す
べ
て
こ
の
健
康
第
一
主
義
の
現
れ
で
誠
に
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
。 

し
か
る
に
今
日
に
お
け
る
都
市
の
状
態
は
か
か
る
市
民
の
要
求
を
充
す
べ
き
完
全
な
る
大
公

園
の
設
立
は
、
経
済
上
か
ら
い
っ
て
も
技
術
上
か
ら
い
っ
て
も
先
ず
不
可
能
の
事
で
あ
る
。
一

方
に
お
い
て
近
年
汽
車
、
汽
船
、
自
転
車
、
自
動
車
等
交
通
機
関
の
発
達
に
従
い
、
市
内
の
公
園

の
如
き
は
余
り
に
小
さ
過
ぎ
る
様
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
自
転
車
や
自
動
車
で
は
東
京
の
日
比

谷
と
か
上
野
と
か
の
大
公
園
と
い
わ
る
る
も
の
で
も
僅
か
に
一
分
間
か
二
分
間
回
り
終
わ
り
、

新
時
代
の
公
園
と
し
て
は
不
満
足
の
名
の
と
な
っ
た
の
で
、
市
の
外
に
大
公
園
を
造
る
事
に
な

っ
た
が
、
市
の
外
で
も
自
動
車
で
数
時
間
も
運
動
す
る
事
の
出
来
る
如
き
大
公
園
は
容
易
に
共

地
積
を
得
ら
れ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
斯
く
の
如
き
大
公
園
に
な
る
と
到
底
従
来
の
如
き
箱
庭
式

の
公
園
や
、
又
フ
ラ
ン
ス
式
の
幾
何
学
的
又
建
築
的
な
公
園
に
す
る
事
が
出
来
な
い
。
結
局
広

大
な
自
然
式
の
山
水
風
景
に
す
る
よ
り
仕
方
が
な
い
。
然
る
に
広
大
な
る
自
然
式
山
水
風
景
は

多
く
山
林
に
存
す
る
。
そ
こ
で
市
街
地
に
近
き
所
の
山
林
を
公
園
に
応
用
す
る
必
然
の
大
勢
と

な
り
、
市
街
地
付
近
の
森
林
は
何
れ
も
其
市
に
属
し
、
又
は
北
市
に
関
連
す
る
所
の
大
公
園
に

利
用
せ
ら
れ
、
其
森
林
は
従
来
の
植
栽
を
主
と
せ
る
取
扱
法
の
外
、
更
に
美
的
公
園
的
取
扱
を

加
味
し
、
交
通
機
関
を
完
全
に
し
自
由
に
散
策
、
静
養
、
娯
楽
し
得
る
の
設
備
を
施
す
に
至
り
、

所
謂
森
林
公
園
な
る
も
の
を
生
ず
る
に
至
っ
た
。
殊
に
登
山
、
野
営
熱
勃
興
の
結
果
は
、
交
通
機

関
の
発
達
に
伴
い
深
山
幽
谷
の
大
森
林
ま
で
民
衆
の
保
健
用
に
供
せ
ら
る
る
に
至
り
、
国
内
に

於
け
る
大
森
林
の
多
く
は
主
と
し
て
公
園
的
の
設
備
を
施
し
て
民
衆
の
運
動
、
遊
覧
、
野
営
等

の
用
に
供
す
る
傾
向
を
生
す
る
に
至
っ
た
。- 

か
か
る
時
に
当
り
、
此
長
野
電
鉄
株
式
会
社
社
長
神
津
藤
平
君
と
不
穩
村
長
山
田
市
之
丞
君

及
び
塵
表
閣
主
人
と
が
私
共
を
し
て
此
大
森
林
と
大
山
水
と
豊
富
な
る
温
泉
と
に
恵
ま
れ
た
る

山
ノ
内
温
泉
附
近
一
帯
の
風
景
利
用
策
の
調
査
を
為
さ
し
む
る
と
言
う
事
は
決
し
て
偶
然
に
非

ざ
る
事
を
信
ず
る
。 

只
そ
れ
一
地
方
に
お
け
る
山
水
風
景
の
利
用
策
た
る
容
易
の
業
に
非
ず
、
能
［
よ
］
く
共
地
方

及
び
之
に
関
連
す
る
地
方
一
帯
の
地
勢
、
地
理
を
詳
に
す
る
は
勿
論
、
其
地
方
に
お
け
る
一
般

経
済
や
交
通
の
状
態
、
人
情
、
風
俗
、
習
慣
、
歴
史
等
を
詳
に
し
、
加
う
る
に
該
博
の
知
識
と
多

数
の
経
験
と
を
有
す
る
人
に
非
ざ
れ
ば
、
容
易
に
適
切
の
案
を
立
て
難
き
も
の
で
あ
る
。
然
る

に
私
共
は
浅
学
未
熟
、
加
う
る
に
当
地
に
お
け
る
滞
在
も
意
の
ま
ま
に
な
ら
ず
、
其
調
査
に
も
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不
十
分
の
点
多
か
る
べ
く
、
到
底
完
全
な
る
案
を
立
て
難
き
を
恐
る
る
次
第
な
る
が
、
幸
に
此

地
方
の
事
情
に
詳
し
き
神
津
、
小
林
兩
君
並
に
長
野
電
鉄
株
式
会
社
の
坂
田
、
中
根
、
大
井
、
田

中
の
諸
君
、
其
他
有
志
の
方
々
の
懇
切
な
る
御
案
内
と
御
注
意
と
に
依
り
、
茲
［
こ
こ
］
に
大
体

の
案
を
得
た
る
光
栄
を
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。 

当
山
ノ
内
地
方
は
海
抜
二
千
尺
乃
至
［
な
い
し
］
三
千
尺
の
高
所
に
て
、
其
奧
地
琵
琶
池
、
熊

の
湯
の
台
地
並
に
発
哺
等
は
四
千
尺
乃
至
五
千
尺
に
達
し
、
其
地
形
変
化
に
富
み
、
山
あ
り
谷

あ
り
溪
流
あ
り
湖
沼
あ
り
、
森
林
の
美
、
眺
望
の
佳
、
加
う
る
に
豊
富
な
る
水
流
、
自
然
に
涌
き

出
づ
る
霊
泉
あ
り
、
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
、
夏
久
涼
し
く
冬
は
ス
キ
ー
に
良
し
。
付
近
に
は
澁
、

安
代
、
金
倉
、
湯
田
中
、
角
間
、
発
哺
、
熊
の
湯
の
温
泉
場
あ
り
て
山
の
内
八
湯
の
名
あ
り
。
優

れ
た
る
天
然
風
景
の
美
と
共
に
、
温
泉
場
と
し
て
休
養
地
と
し
て
将
又
別
荘
地
保
養
地
と
し
て

天
よ
り
惠
ま
れ
た
る
も
の
と
言
う
べ
く
、
又
理
想
の
温
泉
都
市
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。 

最
近
の
学
会
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
紫
外
光
線
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と
同
様
の
作
用
を
な
す
も
の
で
あ

る
事
が
発
表
さ
れ
た
。
即
鶏
に
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
与
え
な
い
で
置
い
て
、
病
的
に
な
っ
た
そ
の
鶏

を
紫
外
光
線
に
あ
て
る
時
は
全
く
元
の
健
康
体
に
修
復
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
高

所
は
紫
外
光
線
に
富
む
。
そ
の
た
め
二
千
五
百
尺
よ
り
四
五
千
尺
の
高
所
は
す
べ
て
夏
の
住
居

地
と
し
て
利
用
せ
ら
る
の
が
欧
米
の
現
況
で
あ
る
。
只
か
か
る
高
所
に
お
い
て
は
水
を
得
る
に

不
便
あ
る
た
め
、
水
の
不
自
由
な
と
こ
ろ
は
此
の
目
的
に
は
不
適
当
で
あ
る
。
然
る
に
当
地
に

お
い
て
は
其
豊
富
な
る
水
流
は
水
力
電
気
に
利
用
し
た
る
上
、
こ
の
目
的
の
為
に
利
用
し
て
尚

余
り
あ
る
も
の
で
あ
る
。
加
う
る
に
天
然
の
鉱
泉
の
湧
き
出
づ
る
に
お
い
て
は
夏
の
住
居
地
と

し
て
最
適
の
場
所
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。 

尚
又
当
地
の
近
く
に
は
善
光
寺
の
名
刹
が
あ
る
。
共
名
全
国
に
あ
ま
ね
く
古
よ
り
参
詣
者
引

き
も
切
ら
ず
。
其
善
光
寺
よ
り
当
地
に
至
る
に
は
往
時
は
一
日
を
費
や
し
て
る
も
の
な
る
が
、

今
は
電
車
の
開
通
と
共
に
僅
々
一
時
間
余
り
に
て
達
し
、
宛
も
当
地
は
善
光
寺
の
外
苑
に
相
当

す
る
位
置
と
な
り
た
れ
ば
、
善
光
寺
参
詣
の
善
男
善
女
は
参
詣
後
の
牢
日
を
当
温
泉
に
費
や
し
、

あ
る
い
は
数
日
、
数
旬
を
こ
の
広
大
な
る
外
苑
に
休
養
す
る
あ
ら
ん
か
、
其
功
徳
誠
に
無
量
な

る
も
の
が
あ
ろ
う
。
今
日
の
如
く
人
生
は
実
に
刺
激
を
追
う
も
の
の
み
多
く
な
り
し
際
、
善
光

寺
如
水
に
心
の
慰
安
を
得
、
延
い
て
当
温
泉
に
身
体
の
休
養
を
執
る
あ
ら
ん
か
、
誠
に
霊
肉
合

致
の
功
德
を
実
現
せ
し
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。 

 

第
一
、
道
路 

公
園
、
風
景
地
に
お
い
て
最
も
大
切
な
る
の
は
道
路
で
あ
る
。
路
線
の
設
け
方
如
何
［
い
か

ん
］
に
依
て
鑑
賞
、
享
楽
の
気
分
の
大
半
が
左
右
せ
ら
れ
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
殊
に
当
地

方
の
如
く
天
然
の
美
し
き
風
景
地
に
お
い
て
は
只
回
遊
道
路
を
設
け
る
事
の
み
に
よ
っ
て
立
派

な
天
然
公
園
が
出
来
上
る
部
分
が
多
い
。
か
か
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
路
線
の
決
定
は
殊
に
重

要
で
あ
る
。 

（
一
）
自
動
車
道
路 

イ
、
湯
田
中
停
車
場
よ
り
上
林
に
至
る
も
の
。
当
分
は
現
在
の
車
道
を
修
繕
し
て
利
用
す
る

も
将
来
は
大
部
分
新
設
し
、
設
計
図
に
示
す
如
く
湯
田
中
停
車
場
よ
り
現
在
の
自
動
車
道
路
に

よ
り
て
進
み
、
火
見
櫓
［
ひ
み
や
ぐ
ら
］
の
と
こ
ろ
よ
り
右
へ
折
れ
現
在
の
小
道
を
通
り(

こ
の

部
分
拡
張)

湯
田
中
ホ
テ
ル
の
前
で
県
道
と
合
し
、
図
の
位
置
に
お
い
て
対
岸
に
渡
り(

橋
新
設)

新
設
電
車
線
路
と
平
行
し
て
其
南
側
を
通
り
、
沓
野
村
に
出
て
、
沓
野
の
南
側
を
過
ぎ
て
進
み

上
林
付
近
に
て
県
道
を
横
切
り
、
廣
業
寺
の
山
の
麓
を
回
り
、
新
設
遊
園
地
の
東
、
塵
表
閣
、
上

林
ホ
テ
ル
の
裏
を
通
り
て
上
林
温
泉
本
通
り
に
出
る
。
道
幅
は
三
間
乃
至
四
間
と
す
。
し
か
し

て
金
倉
及
び
安
代
へ
行
く
に
は
現
在
の
自
動
車
道
路
に
よ
り
、
又
新
設
澁
停
車
場
及
び
澁
へ
行

く
に
は
沓
野
の
付
近
よ
り
支
線
を
出
し
、
現
在
の
自
動
車
道
路
に
合
し
、
和
合
橋
に
至
る
。
道
路

の
幅
は
工
事
困
難
な
る
所
は
三
間
幅
に
止
め
、
あ
る
い
は
両
側
の
排
水
溝
に
石
蓋
を
な
し
其
上

を
道
幅
に
利
用
し
、
又
特
に
困
難
な
る
所
は
二
間
半
迄
狭
め
て
可
な
る
も
、
出
来
得
る
な
ら
ば

四
間
以
上
十
分
広
く
し
て
自
由
に
疾
走
し
て
擦
れ
違
い
得
る
如
く
す
る
。
特
に
曲
が
り
角
並
び

に
急
勾
配
の
部
分
は
成
る
べ
く
広
く
す
る
。
又
広
き
道
幅
の
と
こ
ろ
は
中
央
二
間
半
だ
け
を
完

全
な
る
砂
利
道
と
し
、
他
は
芝
生
地
に
し
て
置
い
て
差
支
え
な
い
。 

ロ
、
上
林
温
泉
本
通
り
よ
り
不
動
尊
横
を
通
り
、
新
設
大
講
堂
に
達
す
る
も
の
。
道
幅
二
間
半

乃
至
四
間
と
す
。
大
講
堂
前
に
は
自
動
車
の
回
り
得
る
様
相
当
の
広
場
を
設
け
る
。 

ハ
、
上
林
よ
り
琵
琶
池
を
経
て
熊
の
湯
に
至
り
、
草
津
に
通
ず
る
も
の
。
幅
員
二
間
半
乃
至
三

間
。
主
と
し
て
現
在
の
県
道
を
拡
張
す
る
。
但
し
其
工
事
の
容
易
な
る
原
野
の
部
分
等
は
四
間

幅
と
し
、
又
特
に
工
事
困
難
な
る
所
は
差
し
当
り
九
尺
幅
に
拡
げ
合
図
又
は
時
間
に
よ
り
て
上

下
す
る
時
間
を
定
め
、
擦
れ
違
う
事
の
な
い
様
に
し
、
漸
次
拡
張
す
る
様
に
す
る
。
路
線
は
大
部

分
現
在
の
県
道
に
よ
る
も
、
波
坂
及
び
其
上
方
の
部
分
は
勾
配
急
な
る
故
改
築
す
る
必
要
が
あ

る
。 
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尚
四
間
幅
以
下
の
車
道
の
部
分
に
は
所
々
工
事
の
容
易
な
る
所
に
一
乃
至
三
哩
［
マ
イ
ル
］

置
位
に
広
場
を
設
け
て
自
動
回
は
し
の
用
に
供
す
る
は
勿
論
な
り
と
す
。 

ニ
、
上
林
よ
り
発
哺
に
至
る
も
の
、
上
林
よ
り(

ハ)

の
自
動
車
道
路
に
よ
り
て
進
み
、
琵
琶
池

付
近
に
て
岐
れ
て
れ
て
発
哺
に
至
る
。
こ
の
琵
琶
池
付
近
に
て
岐
れ
て
発
哺
に
至
る
迄
は
現
在

步
道
が
つ
い
て
い
る
も
、
横
湯
川
を
横
切
つ
て
か
ら
は
勾
配
念
な
る
部
分
多
き
に
よ
り
、
多
少

路
線
の
変
更
を
要
す
る
部
分
が
多
い
。
道
幅
其
他(

ハ)

と
同
様
。 

（
二
）
歩
道 

イ
、
上
林
よ
り
地
獄
谷
に
至
り
更
に
横
湯
川
に
沿
ひ
て
溪
谷
を
探
り
つ
つ
進
み
、
琵
琶
池
東

方
に
て
発
哺
へ
行
く
自
動
車
道
路
に
出
で
、
更
に
琵
琶
池
畔
を
過
ぎ
県
道
に
合
し
上
林
に
帰
る

大
回
遊
歩
道
。(

一
部
分
新
設)
地
獄
谷
よ
り
上
流
は
現
在
発
哺
に
通
ず
る
樵
夫
の
道
あ
る
も
、

山
の
中
腹
を
通
っ
て
い
る
為
溪
谷
の
勝
を
探
る
に
は
不
適
当
で
あ
る
。
そ
れ
故
地
獄
谷
か
ら
発

哺
行
の
自
動
車
道
路
に
合
す
る
迄
は
別
に
溪
沿
い
の
歩
道
を
新
設
す
る
。
幅
員
三
尺
乃
至
六
尺
。 

ロ
、
上
林
よ
り
地
獄
谷
に
至
り
対
岸
に
渡
り
て
西
に
進
み
、
上
林
の
北
に
当
た
る
地
点
よ
り

溪
を
渡
り(

橋
新
設)

上
林
に
帰
る
中
回
遊
歩
道
。
こ
の
上
林
の
対
岸
よ
り
溪
を
渡
り
上
林
に
帰

る
部
分
の
他
は
既
設
歩
道
に
依
る
。
但
し
道
幅
は
三
尺
乃
至
六
尺
に
拡
張
。
尚
こ
の
新
設
部
分

の
歩
道
に
依
ら
ず
し
て
温
泉
寺
に
回
り
上
林
に
帰
る
は
遊
覧
者
の
自
由
で
あ
る
。
か
か
る
分
岐

点
に
は
指
導
標
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。
又
上
林
か
ら
地
獄
谷
に
至
る
道
は
片
側
に
用
水
明
渠

［
め
い
き
ょ
］
が
通
じ
、
両
側
一
帯
は
杉
、
ブ
ナ
其
他
の
美
林
が
あ
っ
て
絶
好
の
散
歩
道
で
あ

る
。 し

か
し
て
上
林
か
ら
は
地
獄
谷
迄
は
日
傘
な
し
で
行
け
る
の
を
理
想
と
し
、
路
傍
の
樹
木
の

な
い
と
こ
ろ
は
現
在
あ
る
有
効
幼
樹
を
刈
出
し
て
育
成
す
る
。
有
効
幼
樹
も
な
い
と
こ
ろ
は
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ
等
を
植
栽
す
る
。
又
杉
林
を
伐
採
更
新
す
る
場
合
は
、
道
の
南
側
の
一
列
だ

け
は
伐
り
残
し
路
面
が
露
出
し
な
い
様
に
す
る
。 

ハ
、
上
林
よ
り
龍
王
神
社
、
発
電
所
上
、
貯
水
池
を
回
り
上
林
に
帰
る
小
回
遊
歩
道
。(

一
部

分
新
設)

幅
員
三
尺
乃
至
六
尺
。
上
林
か
ら
県
道
に
依
て
進
み
途
中
か
ら
岐
れ
て
龍
王
神
社
に
至

る
。
こ
の
県
道
か
ら
岐
れ
て
龍
王
神
社
に
至
る
迄
は
現
在
杉
林
の
間
を
幅
一
尺
乃
至
一
尺
五
寸

の
小
径
が
あ
る
故
、
こ
の
部
分
は
両
側
の
雑
草
を
刈
携
え
ば
容
易
に
道
幅
を
拡
張
し
得
る
。
龍

王
神
社
か
ら
発
電
所
上
に
至
る
間
は
山
麓
和
通
る
道
を
新
設
す
る
。
発
電
所
上
か
ら
貯
水
池
迄

は
現
在
の
工
事
用
軌
道
を
取
除
け
ば
直
ち
に
立
派
な
道
に
な
る
。
貯
水
池
か
ら
上
林
前
の
県
道

迄
は
現
在
の
畦
道
に
よ
る
。 

（
三
）「
其
他
木
散
歩
道
」 

イ
、
廣
業
寺
裏
か
ら
展
望
台
を
経
て
地
獄
谷
へ
行
く
步
道
へ
出
る
も
の
。(

新
設)

幅
員
三
尺

乃
至
六
尺
。 

ロ
、
地
獄
谷
へ
行
く
步
道
と
（
イ
）
と
の
交
叉
点
か
ら
用
水
開
渠
に
沿
い
龍
王
神
社
手
前
の
県

道
へ
出
る
も
の
。 

第
二
、
重
要
局
部
及
び
其
施
設 

（
一
）
景
勝
地
区 

上
林
よ
り
地
獄
谷
を
経
て
琵
琶
池
付
近
に
至
る
一
帯
の
溪
谷
地
域
は
上
林
温
泉
の
有
す
る
誇

る
べ
き
風
景
地
域
で
、
又
上
林
温
泉
そ
の
も
の
を
特
長
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
既

に
自
然
の
景
勝
地
で
あ
っ
て
人
工
的
の
加
工
は
殆
ど
不
必
要
で
あ
る
。
否
、
不
徹
底
な
人
工
的

加
工
は
避
く
べ
き
で
あ
る
。
只
之
を
探
勝
す
る
に
必
要
な
道
路
と
路
傍
施
設
だ
け
で
十
分
で
あ

る
。
路
傍
施
設
は
本
設
計
の
す
べ
て
の
道
路
に
必
要
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
指
導
標
、
腰

掛
水
飲
場
、
避
難
所
、
休
息
所
等
が
あ
る
。
指
導
標
に
は
道
路
の
交
査
点
に
あ
り
て
方
角
を
示
す

も
の
、
里
程
を
示
す
も
の
、
名
所
、
古
跡
地
等
の
所
在
を
示
す
も
の
等
が
あ
る
が
、
何
れ
も
分
か

り
易
く
し
か
も
簡
明
に
示
し
て
置
く
事
。
腰
掛
は
成
る
べ
く
自
然
物
を
利
用
し
た
も
の
が
よ
い
。

涼
し
い
樹
蔭
、
眺
望
良
き
所
、
道
の
交
叉
点
、
水
の
出
る
所
等
特
長
あ
る
所
に
置
く
。
水
飲
場
は

天
然
の
湧
水
あ
る
時
は
そ
れ
を
用
う
、
あ
る
い
は
僅
か
に
人
工
を
加
え
た
る
の
に
す
る
。
避
難

所
、
休
息
所
も
あ
ま
り
人
工
的
の
も
の
は
不
可
、
風
景
を
破
壊
せ
ず
、
自
然
と
よ
く
調
和
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
又
耐
久
力
の
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
粗
野
な
む
し
ろ
頑

丈
な
感
じ
を
与
え
る
の
は
比
較
的
よ
く
自
然
と
調
和
す
る
も
の
で
あ
る
。 

（
二
）
遊
園
地
区 

遊
園
地
区
は
最
も
人
工
的
施
設
を
要
す
る
部
分
で
、
将
来
上
林
一
帯
以
奧
地
方
発
展
の
中
心

地
と
し
て
、
将
又
一
般
公
衆
の
娯
楽
、
慰
安
の
中
心
地
と
し
て
最
も
重
要
な
る
役
目
を
有
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
只
其
面
積
約
三
千
七
百
坪
に
し
て
狭
少
に
失
す
る
嫌
あ
る
も
、
余
り
に
大
地

積
に
て
散
漫
な
る
施
設
を
な
す
よ
り
は
、
気
の
き
い
た
小
地
積
に
完
全
な
る
設
備
を
な
す
の
勝

れ
る
に
如
か
ざ
る
も
の
で
あ
る
。 

遊
園
地
内
の
施
設
と
し
て
は
寄
宿
舍
、
大
食
堂
、
娯
楽
室(

囲
碁
、
将
棋
、
ピ
ン
ポ
ン
、
撞
球)

読
書
室
、
休
憩
室
、
千
人
風
呂
、
プ
ー
ル
、
児
童
遊
技
場
、
小
動
物
園
、
事
務
所
、
喫
茶
店
、
遊
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園
地
付
属
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
と
し
、
遊
園
地
内
は
造
園
的
修
飾
を
施
す
。
遊
園
地
内
の
建
物

は
其
外
観
、
様
式
其
他
建
築
家
の
手
に
待
つ
べ
き
も
の
な
る
も
、
造
園
家
の
立
場
と
し
て
一
言

す
れ
ば
、
其
建
物
は
都
会
に
お
け
る
如
き
も
の
と
は
自
ら
異
な
る
べ
き
で
、
自
然
と
よ
く
調
和

し
、
野
趣
あ
る
も
の
な
る
事
を
望
む
。
し
か
し
な
が
ら
上
水
、
下
水
の
設
備
は
最
重
要
な
る
も
の

故
、
之
は
十
分
完
全
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
形
は
大
体
に
お
い
て
東
か
ら
西
へ
緩
や
か

な
傾
斜
あ
る
は
や
む
を
得
ざ
る
も
南
側
の
斜
面
に
近
き
部
分
に
お
い
て
は
尚
盛
土
を
要
す
る
部

分
が
あ
る
。
地
割
、
植
込
、
花
畑
、
園
路
等
は
設
計
図
に
示
す
。 

イ
、
寄
宿
舍
、
平
家
、
和
風
建
築
。
之
は
簡
易
ホ
テ
ル
様
の
も
の
で
主
と
し
て
学
生
、
団
体
の

客
に
適
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
勿
論
一
般
遊
覧
客
に
も
開
放
す
る
も
の
で
あ
る
。
宿
泊
料
は
出

来
得
る
限
り
低
廉
に
し
民
衆
的
と
言
う
事
を
第
一
と
す
る
。
食
事
は
大
食
堂
で
と
り
、
風
呂
は

千
人
風
呂
、
又
は
寄
宿
舍
付
属
の
浴
場
へ
行
く
。 

ロ
、
大
食
堂
、
娯
楽
室
、
読
書
室
、
休
憩
室
、
事
務
所
、
千
人
風
呂
等
。
之
等
の
も
の
は
一
つ

の
建
物
の
中
に
設
け
寄
宿
舎
と
は
廊
下
で
連
絡
す
る
。
平
家
、
洋
風
建
築
。
千
人
風
呂
は
浴
槽
長

さ
十
間
、
幅
三
間
、
深
さ
三
尺
と
し
、
別
に
婦
人
專
用
浴
場
を
設
け
る
。
事
務
所
に
お
い
て
は
遊

園
地
内
一
切
の
管
理
及
び
事
務
を
執
ら
し
め
、
又
山
ノ
内
温
泉
付
近
の
遊
覧
案
内
を
も
行
わ
し

む
。 ハ

、
プ
ー
ル
。
之
は
屋
外
プ
ー
ル
で
長
さ
二
七
・
五
間(

五
十
米)
幅
九
・
九
間(

十
八
米)

深
さ

は
浅
部
三
尺
、
深
部
十
尺
、
総
鉄
網
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
脱
衣
室
、
飛
込
台
、
水
上
ブ
ラ
ン
コ

等
を
設
備
す
る
。
プ
ー
ル
の
周
囲
に
は
幅
一
間
の
舗
装
歩
道
及
び
三
ヶ
所
の
広
場
を
設
け
遊
泳

者
の
休
息
所
兼
日
光
浴
場
と
な
す
。 

ニ
、
児
童
遊
戯
場
。
設
計
図
の
位
置
に
児
童
遊
戯
場
を
設
け
る
。
面
積
約
二
百
二
十
坪
、
こ
の

部
分
は
ツ
ツ
ジ
の
刈
込
生
籬
［
い
け
ま
が
き
］
を
以
て
他
の
部
分
と
区
別
し
、
其
内
部
は
一
面
に

芝
生
と
し
、
ブ
ラ
ン
コ
、
ス
べ
リ
台
、
シ
ー
ソ
ー
、
固
定
円
木
、
砂
遊
場
等
を
設
備
し
、
運
動
器

具
の
間
、
砂
遊
場
、
芝
生
の
周
囲
等
に
は
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
、
ホ
ホ
ノ
キ
、
ヒ
ノ
キ

等
を
適
当
に
植
栽
し
、
樹
下
に
は
腰
掛
を
配
置
し
て
休
息
の
場
所
を
作
る
。
尚
図
の
位
置
に
四

阿
、
便
所
、
水
飲
場
、
掲
示
場
、
又
数
ヶ
所
に
屑
箱
を
設
け
る
。 

ホ
、
小
動
物
園
。
設
計
図
の
位
置
に
自
然
式
簡
易
小
動
物
園
を
設
［
ま
］
く
。
面
積
約
二
百
坪
。

園
内
に
は
回
遊
園
路
を
つ
け
植
込
を
作
り
、
適
當
の
位
置
に
鶴
、
猿
、
水
鳥
、
其
他
飼
禽
室
を
設

く
。
又
適
当
な
樹
下
に
は
腰
掛
を
置
く
。 

へ
、
其
他
喫
茶
店
。
四
阿
、
便
所
を
設
計
図
の
位
置
に
設
く
。 

ト
、
其
他
の
修
飾
。
先
ず
正
面
入
口
よ
り
池
迄
三
間
半
の
直
線
路
を
設
け
、
其
両
側
に
は
ツ
ツ

ジ
の
刈
込
物
を
一
間
置
に
列
植
す
る
。
こ
の
直
線
の
略
中
央
に
は
直
径
約
七
間
の
円
形
広
場
を

設
け
、
広
場
の
中
央
に
は
直
径
三
間
の
円
形
芝
生
帯
、
其
芝
生
帯
の
中
に
は
盛
花
々
壇
を
作 

る
。
こ
の
円
形
広
場
の
周
囲
に
は
プ
ラ
タ
ナ
ス
を
植
栽
し
、
樹
下
に
腰
掛
を
置
く
。
こ
の
広
場
か

ら
幅
一
間
半
の
直
線
路
に
よ
り
児
童
遊
戯
場
に
続
く
。
正
面
の
池
は
直
径
七
間
、
高
さ
二
尺
位

の
八
角
形
石
造
池
で
、
中
央
よ
り
水
を
盛
り
上
ら
し
め
る
。
こ
の
池
の
付
近
一
帯
は
広
場
と
し
、

こ
の
広
場
か
ら
分
れ
て
寄
宿
舎
、
喫
茶
店
、
游
泳
者
脱
衣
所
、
花
畑
、
四
阿
、
小
動
物
園
へ
行
く

路
を
設
け
る
。 

し
か
し
て
正
面
の
直
線
路
と
児
童
遊
戯
場
及
び
プ
ー
ル
と
の
間
、
脱
衣
場
、
喫
茶
店
、
便
所
の

周
囲
、
建
物
周
囲
及
び
遊
園
地
の
周
囲
に
は
適
当
な
植
込
を
作
る
。
し
か
し
て
園
内
の
建
物
、
広

場
、
植
込
等
以
外
の
地
は
全
部
芝
生
と
し
、
園
路
及
び
広
場
は
細
か
い
砂
利
を
敷
く
。
尚
遊
園
地

の
街
路
と
接
す
る
部
分
は
別
荘
地
の
中
継
と
同
様
、
高
さ
一
尺
五
寸
乃
至
二
尺
の
ツ
ツ
ジ(

又
は

ド
ウ
ダ
ン
、
又
は
ユ
シ
キ
ギ)

の
刈
込
生
籬
と
す
る
。
入
口
は
三
ヶ
所
に
設
け
其
門
柱
は
成
る
べ

く
短
太
な
野
趣
あ
る
も
の
と
す
る
。
乱
石
積
の
門
柱
の
如
き
は
適
当
で
あ
る
。 

遊
園
地
付
属
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
塵
表
閣
向
か
い
側
の
空
地
に
設
け
る
。 

（
三
）
林
間
野
営
場
（
ブ
レ
ー
グ
ラ
ン
ド
） 

林
間
野
営
場
は
吾
国
で
は
最
近
漸
［
よ
う
や
］
く
学
生
間
に
流
行
し
始
め
た
程
度
だ
が
欧
米

に
お
い
て
は
夏
の
野
外
生
活
と
し
て
最
も
盛
ん
な
も
の
で
、
風
景
地
、
国
立
公
園
の
計
画
に
お

い
て
は
最
も
重
要
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

琵
琶
池
、
丸
池
、
一
沼
池
付
近
一
帯
の
地
を
之
に
当
て
た
い
。
併
し
こ
の
辺
一
帯
の
地
は
現
在

は
、
シ
ラ
カ
バ
、
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
等
の
雑
木
林
が
所
々
に
散
在
す
る
位
で
殆
ん
ど
荒
無
地
で
あ

る
。
林
間
野
営
場
と
す
る
前
に
先
ず
以
て
大
い
に
植
林
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
落
葉
松
、

シ
ラ
カ
バ
等
は
適
当
で
あ
る
。
又
琵
琶
池
の
水
は
減
水
甚
だ
し
く
緑
の
線
と
水
の
線
と
の
間
に

四
五
尺
幅
の
赤
土
の
層
が
露
出
し
て
い
る
が
、
之
は
水
の
漏
ら
ざ
る
様
工
夫
し
て
増
水
を
図
り
、

緑
の
線
と
水
の
線
と
が
常
に
一
致
し
て
い
る
様
に
す
べ
き
で
あ
る
。
又
池
辺
の
周
囲
は
草
地
の

部
分
が
多
い
が
、
之
は
や
は
り
落
葉
松
、
シ
ラ
カ
バ
等
を
水
際
迄
植
栽
す
る
。
又
琵
琶
池
の
周
囲

は
自
動
車
で
回
遊
し
得
る
位
の
道
路
を
つ
け
、
琵
琶
池
、
丸
池
、
一
沼
池
を
も
道
路
で
連
絡
さ
せ

る
様
に
す
る
。 
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併
し
林
間
野
営
場
に
は
蚊
は
禁
物
故
、
も
し
こ
の
付
近
に
蚊
の
存
在
の
事
実
あ
る
時
は
林
間

野
営
場
は
木
戸
池
畔
に
設
く
。
然
る
時
は
草
津
へ
行
く
自
動
車
道
路
か
ら
岐
れ
て
こ
こ
迄
来
る

自
動
車
道
路
を
新
設
し
、
又
付
近
の
三
角
池
、
温
地
と
も
連
絡
さ
せ
る
道
路
を
設
く
。
尚
こ
の
付

近
一
帯
も
同
様
に
荒
無
地
な
る
故
落
葉
松
、
シ
ラ
カ
バ
等
を
植
林
す
る
必
要
が
あ
る
。 

今
参
考
の
た
め
に
米
国
に
お
け
る
林
間
野
営
場
の
実
例
を
紹
介
し
よ
う
。 

米
国
太
平
洋
沿
岸
に
あ
り
て
米
国
中
唯
一
の
完
美
な
る
保
養
地
、
別
荘
都
市
の
称
せ
ら
る
る

ロ
ー
ザ
ン
セ
ル
ス
市
の
背
後
に
聳
［
そ
び
］
ゆ
る
連
山
中
の
ア
ン
ゼ
ル
ス
森
林
は
、
其
最
も
有
名

な
も
の
の
一
つ
で
、
街
を
隔
た
る
こ
と
八
十
六
十
一
戸
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
式
の
住
宅
を
立
て
た
、

各
戸
二
人
乃
至
六
人
を
収
容
し
得
る
寝
台
を
具
へ
、
共
同
の
倶
楽
部
、
台
所
、
食
堂
を
設
け
、
之

を
林
間
野
営
場
（
プ
レ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
委
員
会
で
管
理
し
、
市
民
よ
り
委
員
会
に
申
込
め
ば
何

れ
も
ニ
週
間
以
内
滞
在
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
て
夏
期
第
一
期
は
家
族
連
第
二
期
は

男
青
年
第
三
期
は
女
子
供
と
い
う
如
く
時
期
を
分
け
て
収
容
す
る
。
滞
在
人
は
毎
日
一
時
間
位

共
同
の
労
働
を
な
し
、
建
物
や
付
近
の
掃
除
其
他
を
な
す
。
し
か
し
て
食
事
、
寝
具
等
の
生
活
必

需
品
は
主
と
し
て
市
費
で
支
給
し
、
個
人
の
支
出
す
べ
き
額
は
汽
車
賃
、
自
動
車
賃
金
等
の
費

用
を
合
わ
せ
て
一
人
平
均
八
弗
［
ド
ル
］
五
十
仙
［
セ
ン
ト
］（
一
九
一
七
年
）
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
プ
レ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
初
め
は
四
百
二
十
七
人
の
子
供
を
収
容
し
て
各
二
週
間
宛
滞
在
せ

し
め
た
る
に
其
成
績
極
め
て
良
好
な
り
し
為
、
委
員
会
に
て
来
年
に
は
一
千
二
百
人
乃
至
一
千

五
百
人
を
収
容
し
た
。
子
供
の
来
な
い
間
は
同
じ
条
件
に
て
子
供
の
親
た
ち
に
も
貸
与
し
た
。

又
費
用
の
な
い
子
供
達
の
為
に
は
寄
付
金
を
募
っ
て
給
す
る
。
而
し
て
一
九
一
六
年
に
お
い
て

会
は
諸
給
料
の
外
に
運
動
場
の
施
設
の
為
四
千
五
百
十
二
弗
を
投
じ
て
大
水
泳
場
、
諸
建
築
、

給
水
設
備
等
を
完
成
し
、
且
つ
市
設
電
話
を
造
っ
た
。
尚
一
九
一
七
年
の
事
業
と
し
て
は
セ
メ

ン
ト
水
泳
場
、
倉
庫
、
寝
台
等
頑
丈
な
る
建
築
が
設
け
ら
れ
、
其
他
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ク
リ
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
等
を
も
完
備
し
た
。
プ
レ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
委
員
会
は
子
供
に
各
種
の
戸
外
運
動
遊
戯

を
伝
授
す
る
為
三
人
の
教
師
を
聘
し
、
且
つ
毎
週
二
三
日
間
は
涼
し
き
夕
方
ロ
ー
ザ
ン
セ
ル
ス

よ
り
知
人
の
人
を
招
い
て
子
供
の
為
野
営
物
語
を
催
し
た
。
子
供
達
も
毎
朝
仮
舎
を
掃
除
し
運

動
場
を
整
理
す
る
為
に
一
時
間
宛
働
く
。
斯
く
し
て
ロ
ー
ザ
ン
セ
ル
ス
市
の
子
供
等
は
山
中
生

活
に
よ
り
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
運
動
娯
楽
を
与
え
ら
れ
る
。
毎
年
此
処
に
は
数
千
の
人
々
来
り

て
林
間
生
活
を
営
み
、
其
処
に
は
尚
幾
多
の
仮
小
舎
が
出
来
た
。
即
ち
峡
谷
に
沿
へ
る
一
体
に

は
小
舎
ら
天
幕
等
連
続
し
、
一
時
的
又
は
永
久
的
の
設
備
が
あ
っ
て
人
々
の
自
然
性
を
誘
い
出

さ
ん
と
す
る
も
の
の
様
で
あ
る
。
新
設
道
路
、
小
径
の
類
は
多
く
は
林
務
署
の
直
営
に
て
遺
憾

な
く
立
派
に
築
造
せ
ら
れ
て
い
る
。
此
ロ
ー
ザ
ン
セ
ル
ス
の
林
間
野
営
事
業
は
ひ
い
て
他
に
対

す
る
導
火
線
と
な
り
、
五
千
人
の
雇
人
を
有
す
る
太
平
洋
電
車
会
社
は
市
よ
り
約
二
哩
の
処
に

土
地
を
購
い
仮
舎
、
食
堂
、
倉
庫
等
を
設
立
し
て
雇
員
に
廉
価
に
貸
与
す
る
事
を
始
め
た
。
又
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
フ
レ
ズ
ノ
市
に
お
い
て
も
プ
レ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
委
員
会
は
大
々
的
に
研
究
探

索
せ
る
結
果
、
市
よ
り
七
十
五
理
を
隔
た
る
シ
ェ
ラ
山
の
国
有
林
中
の
風
光
明
媚
な
る
ハ
ン
チ

ン
ト
ン
湖
畔
の
林
内
に
土
地
を
占
有
し
、
毎
年
夏
期
中
五
千
の
子
供
を
此
処
に
送
っ
て
山
中
散

歩
の
外
、
野
外
教
育
を
施
し
て
い
る
。
其
他
多
く
の
都
市
に
お
い
て
も
皆
そ
の
子
供
の
保
健
事

業
に
関
し
て
は
毎
年
数
千
乃
至
数
万
弗
を
投
じ
つ
つ
あ
る
状
態
で
あ
る
。 

（
四
）
旅
館
商
店
一
般
住
宅
地
区 

上
林
温
泉
も
将
来
の
発
展
に
伴
い
当
然
其
町
も
拡
張
さ
れ
て
行
く
べ
き
で
あ
る
が
其
旅
館
、

商
店
、
一
般
住
宅
地
区
と
し
て
は
新
設
自
動
車
道
路
の
両
側
、
こ
の
自
動
車
道
路
と
県
道
と
の

間
及
び
県
道
に
沿
っ
た
北
側
の
土
地
を
之
に
当
て
る
様
に
し
た
い
。
大
体
の
区
域
は
設
計
図
に

示
す
。 （

五
）
別
荘
地
区
（
貸
別
荘
及
び
個
人
別
荘
） 

別
荘
地
区
と
し
て
は
設
計
図
に
大
体
示
し
た
如
く
廣
業
寺
南
の
山
腹
、
其
向
か
い
側
の
山
腹
、

及
び
其
間
の
土
地
、
又
上
林
の
北
側
の
斜
面
を
之
に
当
て
る
。
な
お
将
来
は
龍
王
神
社
付
近
一

帯
の
地
も
別
荘
地
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

（
六
）
雑
（
名
所
其
他
） 

イ
、
龍
王
神
社
付
近
。
此
辺
一
帯
は
老
樹
鬱
蒼
［
う
っ
そ
う
］
と
し
て
静
寂
そ
の
も
の
で
あ
る
。

散
策
、
思
索
に
適
す
る
。
又
樹
林
中
に
天
然
の
清
水
湧
き
出
で
一
段
と
清
浄
の
感
を
与
え
る
。
現

在
の
祠
を
こ
の
部
分
に
遷
し
小
さ
な
祠
を
建
て
る
。
樹
下
の
雜
草
は
よ
く
刈
取
り
所
々
に
腰
掛

を
置
く
、
か
か
る
地
に
設
け
る
腰
掛
は
殊
に
自
然
的
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
丸
太
の

上
を
平
に
し
た
も
の
あ
る
い
は
自
然
石
を
腰
の
掛
け
ら
れ
る
様
僅
か
に
加
工
し
た
も
の
が
よ
い
。 

ロ
、
発
電
所
上
。
角
間
川
の
渓
流
脚
下
を
流
れ
眺
望
佳
良
。
只
水
力
電
気
の
鉄
管
工
事
終
わ
り

て
間
な
き
為
、
こ
の
付
近
一
帯
は
樹
木
が
伐
ら
れ
赤
土
を
露
出
し
て
い
る
所
が
か
な
り
あ
る
。

赤
松
、
桜
等
を
植
栽
す
る
。
又
鉄
管
の
両
側
に
は
杉
、
ブ
ナ
、
ア
カ
シ
ア
、
其
他
を
植
え
て
鉄
管

を
隠
す
様
に
す
る
事
。
尚
現
在
あ
る
工
事
用
仮
小
舍
は
無
料
野
営
場
又
は
林
間
学
校
用
に
解
放

す
る
の
も
よ
か
ろ
う
。
崖
に
面
し
た
所
に
は
木
柵
を
設
け
、
樹
下
に
は
腰
掛
を
配
置
す
る
。 

393 



長野大学紀要 第42巻第3号   2021              388 

- 150 - 
 

ハ
、
貯
水
池
。
貯
水
池
は
人
工
的
湖
と
し
て
そ
れ
自
ら
風
致
を
造
る
も
の
で
あ
る
。
豊
か
に
た

だ
え
ら
れ
た
水
量
は
自
ら
快
感
を
覚
え
さ
す
。
こ
の
貯
水
池
は
殊
に
角
間
川
の
直
ぐ
上
に
存
在

し
、
近
く
は
上
林
一
帯
及
び
其
背
後
の
山
々
を
望
み
、
遠
く
は
渋
、
安
代
を
見
下
し
、
散
策
地
と

し
て
好
適
の
場
所
で
あ
る
。
貯
水
池
堤
防
は
現
在
幅
一
間
半
の
部
分
は
之
を
二
間
半
に
拡
張
し
、

水
面
の
側
に
は
石
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柵
を
設
け
他
の
側
の
斜
面
に
は
桜
を
植
え
て
並
木
す

る
。
堤
防
の
上
の
所
々
に
は
第
一
図
の
如
き
切
石
の
ベ
ン
チ
を
配
置
す
る
。
荷
斜
面
に
は
張
芝

を
行
う
。 

ニ
、
文
化
川
原
。
現
在
は
地
面
の
凹
凸
甚
だ
し
く
全
地
大
小
無
数
の
石
を
以
て
被
わ
れ
雑
草

繁
茂
し
荒
れ
果
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
地
方
に
類
例
な
き
広
い
地
積
と
特
に
此
川
原
に
恵
ま

れ
る
自
然
の
湧
き
湯
と
清
水
と
は
大
い
に
之
を
利
用
す
る
価
値
が
あ
る
。
即
ち
現
在
の
堤
防
の

外
側
及
び
共
西
方
の
地
一
帯
を
電
車
線
路
延
長
工
事
の
為
に
生
ず
る
土
砂
を
以
て
被
い
、
牛
に

引
き
な
ら
し
、
又
現
在
の
水
路
も
整
理
し
、
そ
こ
に
は
ポ
プ
ラ
又
は
ヤ
ナ
ギ
な
ど
川
原
に
適
す

る
樹
種
を
あ
る
い
は
密
に
あ
る
い
は
粗
に
植
栽
し
て
川
原
一
帯
を
森
林
と
し
、
設
計
図
の
位
置

に
千
人
風
呂
、
数
ヶ
所
に
茶
店
を
開
か
せ
る
。 

又
林
間
に
は
現
在
の
水
路
、
溜
り
水
を
整
理
し
て
新
た
に
水
の
流
れ
を
作
り
、
そ
こ
二
三
ヶ

所
に
自
然
的
の
水
溜
り
即
ち
池
を
作
り
、
児
童
等
の
游
泳
、
水
遊
び
に
供
す
。
池
の
底
は
セ
メ
ン

ト
で
固
め
て
可
な
る
も
側
壁
は
川
原
の
石
を
利
用
し
之
を
セ
メ
ン
ト
で
固
め
て
治
し
自
然
の
水

溜
り
の
様
に
す
る
。 

し
か
し
て
流
れ
、
池
等
の
水
辺
に
は
腰
掛
を
適
当
に
配
置
す
る
。
千
人
風
呂
の
部
分
は
北
側

の
斜
面
を
石
で
積
ん
で
固
め
、
直
ぐ
共
下
に
面
積
各
々
約
四
十
坪
位
の
男
女
別
々
の
湯
霊
を
造

る
。
湯
霊
の
形
は
不
規
則
な
円
形
の
も
の
と
し
底
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は
セ
メ
ン
ト
で
固
め
、

側
壁
は
ゴ
ロ
タ
を
セ
メ
ン
ト
で
固
め
た
も
の
に
す
る
。
尚
千
人
風
呂
に
蒸
し
風
呂
を
付
属
さ
せ

て
も
可
。 

し
か
し
て
湯
兼
営
の
茶
店
は
一
二
ヶ
所
と
し
て
千
人
風
呂
に
湯
を
集
注
す
る
。
其
茶
店
の
経

営
す
る
風
呂
の
建
築
は
現
在
あ
る
よ
し
ず
張
り
の
様
な
る
の
が
面
白
い
。
即
ち
風
流
簡
素
を
旨

と
し
植
込
を
以
て
周
囲
か
ら
露
は
見
え
な
い
程
度
に
止
め
る
。
普
通
の
茶
店
字
二
三
ヶ
所
に
制

限
し
、
此
川
原
は
森
と
湯
と
水
溜
り
と
を
主
と
し
建
物
は
成
る
べ
く
少
な
く
し
、
且
つ
固
定
的

の
宿
屋
は
一
切
禁
じ
只
日
返
へ
り
の
客
や
他
の
市
街
地
の
滞
在
者
が
遊
び
に
来
て
安
価
に
し
か

も
気
楽
に
数
時
間
を
楽
し
み
得
る
民
衆
的
の
場
所
と
な
し
、
市
街
地
状
に
な
る
事
を
絶
対
に
禁

止
す
る
事
。
そ
れ
故
茶
店
の
本
建
築
も
一
戸
中
坪
以
下
位
に
制
限
し
、
別
に
よ
し
ず
張
り
の
屋

台
、
腰
掛
等
を
出
さ
す
様
に
す
る
事
。
又
茶
店
に
は
便
所
を
付
属
せ
し
め
外
か
ら
自
由
に
入
り

易
く
し
、
一
般
行
客
の
使
用
に
も
供
す
る
様
に
す
る
。 

川
原
に
植
栽
す
る
ポ
プ
ラ
は
一
尺
乃
至
三
尺
の
苗
を
購
入
す
る
か
又
は
ポ
プ
ラ
の
枝
を
三
四

寸
位
に
切
り
、
畑
に
挿
し
置
き
一
年
経
て
一
二
尺
の
苗
と
し
て
坪
二
本
位
の
割
合
に
植
出
す
。

又
文
化
川
原
の
外
方
並
び
に
内
部
の
空
地
に
は
カ
ハ
ラ
ナ
デ
シ
コ
、
コ
ス
モ
ス
、
ハ
エ
ト
リ
ナ

デ
シ
コ
そ
の
他
内
外
花
草
を
植
栽
す
る
。
一
現
在
此
川
原
の
東
方
に
存
在
す
る
民
家
は
成
る
べ

く
取
払
う
が
可
な
る
も
、
若
し
立
退
き
困
難
な
る
時
は
こ
の
部
分
は
密
な
植
込
を
以
て
隠
す
様

に
す
る
。
又
新
設
電
車
線
路
の
下
の
斜
面
に
は
松
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ
類
を
一
面
に
植
栽

し
、
二
三
ケ
所
川
原
に
下
り
る
細
新
道
を
設
す
る
。 

文
化
川
原
の
千
人
風
呂
及
び
茶
店
で
経
営
す
る
風
呂
は
設
計
図
の
位
置
に
あ
る
湯
溜
め
及
び

付
近
に
涌
き
出
て
い
る
湯
を
集
め
て
引
い
て
来
る
。
尚
こ
の
文
化
川
原
は
夏
に
は
夕
涼
み
の
場

所
と
し
て
利
用
し
、
納
涼
設
備
を
施
し
、
催
し
物
を
行
う
の
も
よ
い
。 

ホ
、
座
王
神
社
。
こ
の
付
近
も
亦
［
ま
た
］
見
晴
し
よ
く
直
ぐ
そ
ば
に
松
の
大
木
の
あ
る
の
も

風
致
を
添
え
て
い
る
。
付
近
に
松
、
サ
ク
ラ
等
を
植
栽
し
簡
単
な
四
阿
を
設
け
る
。 

へ
、
ス
キ
ー
場
。
上
林
付
近
の
新
設
自
動
車
道
路
と
貯
水
池
と
の
間
、
及
び
其
付
近
一
帯
の
田

畑
は
、
広
さ
と
い
い
土
地
の
勾
配
、
凹
凸
の
工
合
と
い
い
冬
季
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
申
し
分
な

き
場
所
で
あ
る
。
又
当
地
方
の
雪
の
質
が
細
か
で
乾
燥
し
て
い
る
事
、
其
上
温
泉
場
で
あ
る
事

は
一
層
ス
キ
ー
場
と
し
て
の
条
件
に
適
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
廣
業
寺
の
西
に
あ
る
ジ

ャ
ン
プ
場
は
西
向
き
の
為
ジ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
は
好
ま
し
か
ら
ず
、
又
こ
の
部
分
は
遊
園
地
と

し
て
利
用
す
る
為
ジ
ャ
ン
プ
場
は
上
林
の
北
側
の
斜
面
、
別
荘
地
の
下
に
新
設
す
る
事
に
す
る
。

尚
草
津
か
ら
平
穩
村
に
至
る
自
動
車
道
は
ス
キ
ー
遠
距
離
の
コ
ー
ス
と
し
て
適
当
な
も
の
で
あ

る
。 ト

、
展
望
台
。
廣
業
寺
裏
の
山
に
展
望
台
を
設
け
、
遠
方
か
ら
眺
め
た
時
一
見
し
て
上
林
の
位

置
を
示
し
得
る
様
に
す
る
。
即
ち
高
さ
二
十
間
位
の
火
見
櫓
状
の
も
の
と
し
、
其
上
方
に
六
畳

敷
位
の
室
を
作
り
天
井
に
は
パ
ノ
ラ
マ
図
を
掲
げ
る
。
こ
こ
へ
は
梯
子
で
昇
り
得
る
様
に
す
る
。

屋
根
の
上
に
は
一
間
に
一
間
半
位
の
ブ
リ
キ
製
の
旗
を
立
て
、
風
で
回
転
し
得
る
様
に
す
る
。

展
望
台
付
近
の
杉
林
は
雑
草
を
刈
払
い
腰
掛
数
脚
を
設
備
し
て
行
客
の
休
息
に
便
な
ら
し
め
る
。 

チ
、
大
講
堂
及
び
貴
賓
室
。
廣
業
寺
西
下
の
広
場
に
建
坪
約
百
六
十
坪
位
の
二
階
造
り
の
建
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物
を
建
て
、
階
下
を
大
講
堂
と
し
て
講
演
其
他
諸
種
の
会
合
に
利
用
し
、
階
上
に
は
貴
賓
室
を

設
け
る
。 

リ
、
天
然
植
物
園
。
展
望
台
付
近
一
帯
の
地
を
天
然
植
物
園
と
し
、
此
地
方
に
存
在
す
べ
き
各

種
の
樹
木
を
植
栽
す
る
。
而
し
て
園
内
は
自
由
に
散
策
し
得
る
様
適
当
に
小
径
を
設
け
、
又
各

樹
木
に
は
夫
々
名
札
を
付
し
散
步
し
な
が
ら
植
物
の
知
識
を
得
せ
し
む
る
様
に
す
る
。
名
札
は

ト
タ
ン
板
を
三
寸
五
分
に
五
寸
位
に
切
り
之
に
ペ
ン
キ
に
て
通
名
、
俗
名
、
羅
甸
［
ラ
テ
ン
］
名

を
書
き
、
目
通
り
の
所
に
大
木
に
は
釘
に
て
打
着
け
、
小
木
に
は
針
金
に
て
結
着
け
て
置
く
。 

第
三
、
其
他
の
改
良
事
項
及
び
新
設
事
項 

（
一
）
本
通
り
の
改
良 

現
在
の
塵
表
閣
前
の
幅
七
間
の
本
通
り
に
は
並
木
と
し
て
桜
を
補
植
す
る
。(

高
さ
十
尺
以
上
、

目
通
り
周
囲
三
寸
以
上
の
も
の)

こ
の
道
の
一
方
の
側
に
あ
る
溝
は
生
か
し
て
用
う
る
様
に
す

る
。
即
ち
溝
の
幅
を
二
尺
に
拡
げ
第
二
図
の
如
く
溝
の
底
に
は
所
々
に
切
石
を
置
き
水
を
階
段

状
に
落
と
し
て
行
く
。
段
の
高
さ
は
三
寸
位
。
溝
の
両
岸
は
現
在
の
ま
ま
で
よ
き
も
将
来
は
間

知
石
で
護
岸
す
る
。
並
木
の
両
側
三
尺
位
は
芝
生
と
し
、
並
木
の
間
に(

三
本
置
位
に)

腰
掛
を

置
く
。
又
道
の
中
央
に
あ
る
松
等
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
其
周
囲
に
芝
生
地
を
作
り
ツ
ツ
ジ
、
ド
ウ

ダ
ン
等
を
根
締
め
に
植
栽
す
る
。
尚
電
柱
は
将
来
は
地
下
線
と
す
る
。 

（
二
）
廣
業
寺 

先
ず
現
在
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
場
の
所
に
石
段
を
設
け
其
下
に
山
門
を
立
て
る
。
即
ち
男
坂

に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
石
段
は
幅
二
間
乃
至
三
間
、
其
両
側
は
一
間
の
芝
生
帯
、
更
に
共
両

側
に
は
杉
を
植
栽
す
る
。
石
段
を
上
り
廣
業
寺
に
至
る
間
の
参
詣
道
は
現
在
の
ま
ま
で
可
な
る

も
、
将
来
は
第
三
図
の
如
く
平
石
を
所
々
に
置
き
階
段
状
と
し
、
土
砂
の
流
下
す
る
を
防
ぐ
。
其

参
詣
道
の
両
側
は
現
在
の
樹
木
を
保
護
育
成
し
、
尚
松
を
補
植
す
る
。
寺
前
を
流
れ
る
用
水
明

渠
に
架
か
る
橋
は
石
造
の
も
の
に
架
け
代
え
る
。
境
内
の
杉
、
松
は
あ
ま
り
に
密
植
さ
れ
て
い

る
故
適
当
に
伐
り
透
か
す
。
ニ
シ
キ
ギ
、
ツ
ツ
ジ
、
モ
ミ
ジ
等
を
共
根
締
め
に
植
え
る
の
は
よ

い
。
境
内
の
雑
木
林
は
ナ
ラ
等
大
木
に
な
る
も
の
の
み
を
数
本
残
し
、
あ
と
は
切
透
か
し
眺
望

を
よ
く
す
る
。 

寺
の
後
方
十
間
位
の
奧
行
の
間
は
現
在
の
ま
ま
手
を
入
れ
な
い
で
置
く
。
現
在
山
へ
入
る
小

径
が
つ
い
て
い
る
が
之
は
廃
し
、
別
に
右
裏
の
方
か
ら
展
望
台
に
至
る
道
を
新
設
す
る
。
寺
前

の
風
呂
塲
の
付
近
に
は
松
、
其
他
の
植
込
と
し
、
尚
下
木
を
植
栽
し
風
呂
を
隠
す
事
。
又
寺
の
台

所
の
前
に
は
生
籬
を
設
け
目
隠
し
と
す
る
。
本
通
り
に
面
し
て
立
っ
て
い
る
廣
業
寺
門
柱
は
七
、

八
間
即
ち
現
在
の
参
詣
道
と
新
設
自
動
車
道
路
と
の
交
叉
点
の
所
迄
退
か
し
、
其
道
路
の
交
叉

点
の
部
分
は
十
分
余
地
を
と
っ
て
門
前
の
広
場
の
様
な
も
の
と
す
る
。
そ
の
為
澤
柳
氏
別
駐
内

の
イ
チ
キ
の
大
木
は
二
間
程
退
か
せ
る
必
要
が
あ
る
。 

（
三
）
生
籬
の
制
限 

別
荘
地
付
近
一
帯
の
生
籬
は
台
所
、
便
所
を
見
通
す
部
分
の
外
す
べ
て
高
さ
一
尺
五
寸
乃
至
二

尺
に
制
限
す
る
。
樹
種
も
成
る
べ
く
風
致
的
花
木
な
る
ツ
ツ
ジ
、
ド
ウ
ダ
ン
、
ニ
シ
キ
ギ
等
の
刈

込
と
す
る
。 

従
来
杉
を
用
い
て
い
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
二
尺
位
の
高
さ
に
切
り
揃
え
る
。
し
か
し

て
外
部
よ
り
見
透
か
さ
れ
て
不
都
合
な
部
分
は
中
の
方
の
植
込
で
隠
す
様
に
す
る
。 

（
四
）
水
道
栓 

現
在
塵
表
閣
の
東
北
隅
本
通
り
に
面
し
て
存
在
す
る
既
設
の
水
道
栓
は
、
其
下
を
石
で
固
め

て
水
受
け
を
作
り
一
般
公
衆
の
水
飲
場
に
利
用
す
る
。 

（
五
）
不
動
尊 

境
内
へ
芝
生
を
植
付
け
松
を
補
植
す
る
。
不
動
尊
前
の
杉
林
は
道
路
か
ら
奥
行
二
十
間
、
幅

十
間
位
の
間
は
杉
の
下
枝
を
伐
り
雑
草
を
刈
払
っ
て
団
体
の
休
息
所
に
当
て
る
。 

（
六
）
渓
谷
の
両
岸
の
サ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ 

保
存
す
る
事
。
尚
必
要
の
部
分
に
は
補
植
す
る
事
。 

（
七
）
渓
谷
に
沿
っ
た
道
の
断
崖
に
面
し
危
険
な
と
こ
ろ 

木
柵
を
設
く
る
事
。 

（
八
）
用
水
明
渠
に
沿
っ
た
散
歩
道
の
鉄
条
網 

徹
廃
す
る
事
。 

（
九
）
回
遊
歩
道
の
勾
配
急
な
る
所 

丸
太
又
は
石
の
段
を
設
く
。
又
道
路
の
損
傷
せ
る
部
分
、
石
の
多
き
所
は
よ
く
修
理
し
歩
き

易
く
す
る
事
。 

（
十
）
中
回
遊
歩
道
に
沿
い
地
獄
谷
へ
行
く
迄 

か
な
り
水
量
の
豊
富
な
清
水
が
三
ヶ
所
右
側
の
山
か
ら
流
れ
て
い
る
。
尚
小
な
る
も
の
は

二
ヶ
所
程
あ
る
故
之
等
を
一
緒
に
し
て
飲
料
用
水
と
し
、
湯
管
工
事
を
行
う
時
に
、
此
飲
料
水

管
の
工
事
も
同
時
に
行
う
が
よ
い
。
即
其
断
面
は
第
四
図
の
如
し
。
管
の
と
こ
ろ
迄
清
水
を
導
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く
に
当
た
り
て
は
、
清
水
の
流
れ
に
木
の
格
子
の
蓋
を
し
て
大
石
の
中
に
入
る
を
防
ぎ
、
又
一

ヶ
所
枡
を
作
り
、
一
旦
そ
こ
へ
清
水
を
貯
め
砂
等
を
沈
澱
せ
し
め
、
奇
麗
に
な
っ
た
水
を
管
へ

導
く
。
枡
に
は
、
蓋
を
す
る
。
其
平
面
略
図
は
第
五
図
に
示
す
。 

（
十
一
）
地
獄
横
の
石
崖
の
内
部 

高
熱
の
蒸
気
を
以
て
充
た
さ
れ
る
故
、
こ
の
中
に
も
鉛
管
を
通
じ
、
そ
の
中
を
水
を
通
し
て

一
旦
そ
こ
で
温
め
、
然
る
後
之
を
湯
管
に
導
き
、
湯
の
不
足
せ
し
時
は
之
を
出
し
て
補
う
様
に

す
る
。
尚
石
崖
の
中
に
管
を
通
す
に
当
た
り
、
一
本
の
直
管
に
て
は
十
分
熱
せ
ざ
る
時
は
第
六

図
の
如
く
蛇
管
状
に
す
る
。 

（
十
二
）
湯
田
中
停
車
場
付
近
の
修
飾
、
停
車
場
構
内 

車
の
通
行
に
差
支
え
な
き
所
に
緑
陰
樹
と
し
て
サ
ク
ラ
又
は
プ
ラ
タ
ナ
ス
を
植
栽
し
、
其
下

に
は
根
締
め
と
し
て
ツ
ツ
ジ
、
ド
ウ
ダ
ン
、
モ
ミ
ジ
等
の
観
賞
植
物
を
植
栽
す
る
。
又
樹
下
に
は

腰
掛
を
置
き
電
車
を
待
ち
合
わ
す
間
は
そ
こ
で
休
息
し
得
る
様
に
す
る
。
尚
現
在
設
け
ら
れ
て

あ
る
鉄
条
網
は
将
来
は
廃
す
る
事
。 

新
設
の
渋
停
車
場
構
内
も
同
様
で
あ
る
。 

（
十
三
）
便
所
、
休
息
所
付
近 

其
他
步
道
に
沿
っ
て
適
当
の
位
置
に
便
所
を
設
け
る
。
周
囲
は
常
緑
樹
で
植
潰
し
立
札
を
以

て
所
在
を
示
す
様
に
す
る
。 

（
十
四
）
屑
箱 

休
息
所
の
附
近
に
置
く
。 

第
四
、
雑
件 

（
一
）
保
勝
会 

不
穩
村
保
勝
会
を
作
り
当
地
方
並
び
に
県
内
有
力
者
を
網
羅
し
当
地
方
の
富
豪
を
特
別
会

員
と
し
、
学
者
を
顧
問
と
し
、
何
れ
も
名
誉
職
と
し
て
、
事
務
は
役
場
に
て
執
り
時
々
会
を
開
い

て
次
の
事
項
を
相
談
す
る
事
。 

イ
、
当
地
方
一
帯
の
風
致
風
景
の
改
良
保
護
に
関
す
る
件 

ロ
、
遊
覧
準
備
の
件 

ハ
、
来
客
待
遇
設
備
の
件 

ニ
、
茶
屋
、
売
店
の
規
定
及
び
監
督
の
件 

ホ
、
松
、
桜
、
モ
ミ
ジ
其
他
の
樹
木
を
伐
る
事
の
制
限 

へ
、
風
景
地
の
手
入
、
保
存
の
件 

（
二
）
名
物
の
発
揮 

現
在
の
名
物
を
大
い
に
発
揮
す
る
事
。 

（
三
）
旅
館 

客
が
着
く
と
直
ぐ
絵
葉
書
、
地
図
、
案
内
書
等
を
出
す
よ
う
に
す
る
。
案
内
書
に
は
付
近
の

名
所
、
風
景
地
等
の
説
明
、
里
程
、
所
要
時
間
、
交
通
施
設
等
懇
切
に
書
い
て
置
く
。 

結
び 以

上
の
利
用
策
は
将
来
実
現
さ
る
べ
き
理
想
の
大
要
で
あ
る
が
、
一
時
に
之
等
を
実
現
せ
ん

と
す
れ
ば
多
大
の
経
費
を
要
す
る
故
、
ま
ず
着
手
し
易
き
部
分
、
急
を
要
す
る
部
分
よ
り
実
行

し
、
漸
次
全
体
に
及
ぼ
し
完
成
さ
れ
ん
事
を
望
む
。
今
参
考
の
為
に
之
を
第
一
期
、
第
二
期
、
第

三
期
に
分
け
て
以
上
の
主
な
る
新
設
事
項
を
分
類
し
て
見
よ
う
。 

イ
、
第
一
期
計
画 

湯
田
中
よ
り
上
林
に
至
る
自
動
車
道
路
、
上
林
付
近
の
小
散
歩
道
、
遊
園

地
、
文
化
川
原
、
ジ
ャ
ン
ブ
台
、
本
通
り
改
良
、
水
道
栓
、
生
籬
の
制
限
、
危
険
場
所
の
木
柵
、

回
遊
歩
道
損
傷
部
分
の
修
理
、
鉄
条
網
の
撤
廃
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近
の
修
飾
。 

ロ
、
第
二
期
計
画 

大
回
遊
歩
道
、
中
回
遊
歩
道
、
龍
王
神
社
、
発
電
所
上
、
貯
水
池
、
座
王

神
社
、
展
望
台
、
廣
業
寺
男
坂
、
不
動
尊
、
天
然
植
物
園
。 

ハ
、
第
三
期
計
画 

上
林
よ
り
大
講
堂
に
至
る
自
動
車
道
路
、
上
林
草
津
間
の
自
動
車
道
路
、

琵
琶
池
発
哺
間
の
自
動
車
道
路
、
大
講
堂
及
び
貴
賓
室
、
林
間
野
営
場
。 

尚
遊
覧
園
に
示
し
た
道
路
は
其
大
体
の
路
線
を
示
す
に
止
ま
る
。
故
に
実
際
に
当
り
て
、
道

路
築
造
、
あ
る
い
は
其
他
の
部
分
に
お
い
て
も
工
事
着
手
に
あ
た
り
て
は
更
に
精
密
な
測
量
及

び
実
地
設
計
を
要
す
る
。
従
っ
て
地
形
其
他
に
依
て
局
部
的
に
多
少
の
変
化
あ
る
は
己
む
を
得

ざ
る
も
、
大
体
は
本
案
に
依
て
行
わ
れ
ん
事
を
希
望
す
る
。 

 

【
後
記
】 

自
然
環
境
の
改
善
に
励
ん
だ
人
類
の
歴
史
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
が
で
き
た
。（
下
條
） 

元
か
ら
あ
る
自
然
を
活
か
し
た
風
景
地
作
り
の
過
程
は
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
。（
藤
原
） 

山
ノ
内
に
あ
る
自
然
が
ど
の
よ
う
に
利
用
改
良
さ
れ
た
の
か
知
る
こ
と
が
出
来
た
。（
太
田
） 

本
稿
の
位
置
付
け
は
、
別
稿
「
本
多
静
六
と
関
連
す
る
長
野
県
内
の
公
園
・
温
泉
地
・
風
景
地

の
計
画
書
の
目
録
お
よ
び
現
代
的
価
値
」
に
記
し
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。（
横
関
） 
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